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現状
現在のアナログ式の移動体通信システ
ムは、いくつかの巨大人口を抱える地
域では通信容量が限界に達しており、
将来の通信システムとして、時分割多
元 接 続 （ Time Division Multiple
Access：TDMA）技術を使用した通信
容量の増加に対する期待が高まってい
ます。こうした新しい移動体通信シス
テムでは、GMSK（Gaussian Minimum
Shift Koying）などの複雑なディジタル
変調技術を採用して音声やデータを低
いエラー・レートで、高速に伝送しま
す。こうしたディジタル・システムの
例としては、GSM（Groupe Speciale
M o b i l e ） や P C N （ P e r s o n a l
Communications Network）が挙げられ
ます。

問題点
従来の計測器でこの様な新しいディジ
タル変調技術の特性を評価することは
困難です。TDMA技術のバースト特性
は、計測器に対して厳しい要求をしま
す。最大偏移、中心周波数、ビット間

隔などのパラメータの測定は、設計を
最終目標まで持って行くために重要で
す。変調を高速に、直接に観察するこ
とは、周波数やタイミングの特性を改
善したり、設計にかかる時間を短縮す
るために重要です。

ソリューション
53310Aモジュレーション・ドメイン・
アナライザは、単発TDMAバーストに
おける変調のプロファイル結果を直接
表示します。また、測定マーカによっ
て、P-P偏移、中心周波数、ビット間
隔などの重要なパラメータをすばやく
確認することができます。 53310Aは
GSMやPCNの設計者が、その変調性能
を直接調べるための汎用のツールとし
て利用できます。

注意：最善の周波数分解能を達成する
ためには、RF信号を約20MHzまでダ
ウンコンバートする必要があります。
アジレント・テクノロジー社のスペク
トラム・アナライザのIF出力は簡便な
ダウンコンバータとして利用できます。

GSMおよびPCN無線の柔軟性に富んだ変調解析

複雑な信号のすぐれた解析方法は、
新しい発想と高度なテクノロジによ
って実現されます。アジレント・テ
クノロジー社により開発されたモジ
ュレーション・ドメインによる測定
では周波数あるいはタイム・インタ
ーバルの連続測定を行い、意図的に
発生させた変調と意図しない変調の
両方を直接的かつ明確に表示、解析
できます。

周波数解析の場合、モジュレーショ
ン・ドメインは従来の測定器では得
られなかった第3のディメンション
と言えます。タイム・ドメインでは
振幅（電圧）と時間を表示し、周波
数ドメインでは振幅と周波数を表示
します。それに対してモジュレーシ
ョン・ドメインでは周波数と時間の
プロットを行いますので信号に含ま

れる周波数変調の動特性のより直感
的かつ有効な解析手段として使用で
きます。

タイミング測定の場合、モジュレー
ション・ドメインではタイミング・
ジッタを直接観測し、定量化するこ
とができるため、タイム・ドメイン
における定性的観測よりも一歩進ん
だ解析が行えます。

関連アプリケーション
●周波数ホッピングを利用したセルラ
無線や秘話通信システムの周波数ホ
ッピング・シーケンスの測定
●自動車無線のターン・オン時間の測定
●自動車無線のチャンネル切換え時間
やロック時間の測定
●CT2やDECT無線の最大偏移や中心
周波数の特性評価
●VOCやフェーズ・ロック・ループ
の応答の特性評価

モジュレーション・ドメインは複雑な信号の
解析に新しい視点を提供します。


